
監査結果の公表  さ 監 第 １ 号 

 

 

 地方自治法第１９９条第５項の規定に基づき、備品監査を実施したので、さつま町監

査委員条例第８条第１項の規定に基づき公表します。 

 

 

 令和８年８月２４日 

 

                 さつま町代表監査委員 紺屋 一幸 

 

１ 監査期日 

令和８年８月５日 

 

２ 監査対象 

  本庁舎内（別館を除く。）のうち次に掲載した課、室内の全備品 

 

総務課、総合政策課、行革推進室、財政課、水道課、さつまＰＲ課、 

産業・定住支援室、建設課、税務課、会計課、町民環境課、ほけん福祉課、 

こども課 

 

  

３ 監査の着眼点 

  監査資料として備品台帳一覧表及び備品の配置図の提出を求め、監査を行った。 

(1) 物品は正しく分類、整理されているか。 

(2) 保管の方法、場所は適切か。 

(3) 所管換え等の手続きは適切に行われているか。 

(4) 遊休物品、死蔵物品等はないか。 

(5) 紛失、破損、廃品、その他不用物品の処理は適切になされているか。 

(6) 関係帳簿、書類等の記帳は適切に行われているか。 

 

４ 監査の結果   

  本庁舎（別館を除く。）の備品監査については、平成 27 年度以降 11 年ぶりの備品

監査であったが、各所管課・係において備品場所が確認しやすいように配置図を作成

するなど良く把握、整理されており、おおむね良好と認めた。 

 



今回の監査により、各所管課・係でも備品の実態を確認できたと考えられ、監査の

結果を受けて整備できていない点は早急に整備し、今後も適正な備品管理に努められ

たい。 

 以下に、気付いた点などを記載する。 

 

⑴ 同じ物品であるにもかかわらず、所管課・係において、備品登録してあるところ、 

備品登録されていないところがあったことから、管財契約係と協議し、取扱いを統一 

されたい。 

 

⑵ 所管替え等により、新しい備品シールを貼付されているが、旧備品シールが貼付さ 

れたままになっているものが一部に見受けられた。旧備品シールは剥がすなどの処理 

をされたい。 

 

⑶ 備品管理の点からは、書類整理の為に書架の積み重ねを行っているところがあり、 

全国各地で頻発する地震も念頭に落下防止対策等再検証され、必要に応じた安全対策 

を講じられたい。 

 


